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〔論文審査の要旨〕 
電力系統の過渡安定度評価は、想定故障発生後の発電機動揺の安定性（同期外れの有無）

を評価する問題である。従来法としては、厳密評価が可能なシミュレーション法と故障継

続時間の臨界値（臨界故障除去時間）を求める直接法があり、直接法にはエネルギー関数

法(近似法)と広島大学で開発した臨界トラジェクトリー法(準厳密法)がある。本論文では、

上記 2 種類の直接法それぞれに対して、従来法に比較して計算効率と計算安定性に優れた

手法を提案している。 
第１章は、序論であり、本研究の背景と目的および概要について述べている。 

 第２章では、過渡安定度問題の基本概念と従来研究の概要について述べている。 
 第３章では、臨界トラジェクトリー法の定式化について述べている。 
 第 4 章では、臨界トラジェクトリー法を不安定平衡点の算出問題に応用する際の定式化

を考察し、発電機動揺に関するポテンシャルエネルギー条件の利用を検討している。 
第 5 章では、前章の検討結果に基づいて従来のエネルギー関数法を改良し、精度の高い

手法を提案している。ここでは不安定平衡点を高速かつ安定に計算する新手法を提案し、

不安定平衡点から臨界エネルギーを求め、過渡安定度評価を行っている。 
第６章では、第 5 章で提案した手法を従来のエネルギー関数法と比較し、同等の計算時

間で高精度な過渡安定度評価ができることを検証している。 
第７章では、前章までの結果を用いて従来の臨界トラジェクトリー法を改良し、高性能

な手法を提案している。提案法は、厳密法であるシミュレーション法と比較しても十分な

精度を保ち、従来法に比較して高速かつ格段に安定な収束特性を有する計算法である。こ

こでは、例題系統を用いて解析例を示し、効率的な過渡安定度評価が可能であることを検

証している。 
第 8 章では、本研究で得られた主要な成果を要約し今後の研究課題について述べている。 
以上のように、申請者は本論文において、電力系統の過渡安定度評価に関して、画期的

な手法を提案した。この成果は、電力系統技術の進歩に学術的に大きく寄与するものであ

る。よって、審査の結果、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格が

あるものと認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


